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第１節 調査の概要 

（１）調査の目的 

狭山市地域福祉推進計画の策定にあたり、狭山市民の福祉に関する意識 

及び潜在的なニーズ等を把握するとともに、今後の地域福祉に関する計画の

あり方を検討するための基礎資料とすることを目的にアンケート調査を実

施しました。また今後、アンケート調査結果を踏まえ、福祉的課題やニーズ

把握するためのヒアリングを実施する予定です。 

 

（２）調査対象団体等 

160 団体（市内に事務局等を置く福祉関係団体・事業者） 

 

（３）調査方法 

アンケート調査は、郵送配布・郵送回収 

ヒアリングは、面接による 

 

（４）調査期間 

① アンケート調査 

平成２５年１０月１日（火）から３１日（木）まで 

② ヒアリング 

平成２６年１～２月（予定） 

 

（５）回収結果 

① 配 布 数：160 票 

② 有効回収数：110票 

③ 回 収 率：  68.75％ 

 

（６）注意事項 

① 調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第 

２位を四捨五入して算出しています。四捨五入の関係で、合計が 100％に

ならない場合があります。 

② 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常の 100％を超えます。 

③ 選択肢の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用い

ることがあります。 

 

 

第３次（団体等アンケート）調査中間報告 
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第２節 調査の結果 

（１）回答団体等に関する基本的な情報 

 

問１ 団体・事業所の主な活動分野（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ 団体・事業所の運営主体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 団体・事業所の構成員数 

 

 

 

 

 

 

 

「高齢者福祉に関する活動（事業）」（56.4％）がもっとも高く、次

いで「子どもや子育て中の親に関する活動（事業）」（41.8％）、「障が

い者福祉に関する活動（事業）」（37.3％）の順となっています。 

「任意団体」（42.7％）がもっとも高く、法人格を持った団体は

26.3％なっています。 

「11～30 人」（39.1％）がもっとも高く、構成員 30 人以下の団

体・事業者が全体の 70.1％となっています。 
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問４ 団体・事業所の主な活動範囲（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 団体・事業所の発足年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問６ 他の団体・事業者との勉強会や意見交換会、交流等の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市内の一部地域」（44.5％）がもっとも高く、次いで「市内全域」

（34.5％）の順となっています。 

「不定期ではあるが行っている」（41.8％）がもっとも高く、「すで

に定期的に行っている」、「不定期ではあるが行っている」と何かしら

の形ですでに行っている団体・事業所が全体の 78.2％となっていま

す。 

「5～10 年」（27.6％）がもっとも高く、発足してから 10 年以内

の団体・事業所が全体の 52.9％となっています。 
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問７ 他の団体・事業者との交流を行う目的は何ですか。（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 活動上での課題、困っていることなど（答え「３つ以内」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お互いが持つ情報をやりとりするため」（73.6％）、「お互いの活動

の連携を図るため」（73.6％）が高くなっています。 

「構成員の高年齢化」（45.5％）がもっとも高く、次いで「財源の確

保」（32.7％）、「構成員の育成」（25.5％）、「連携の強化（地域）」

（23.6％）の順となっています。 
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問９ 活動上での課題、困っていることを解決するために、どのような対応を

されていますか。ご自由にご記入ください。（自由記述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 
● 現在は助成金を活用しているが、助成金がなくなった時に活動がで

きるのか不安である。 

● （経済的な、または、PR として）公的援助をお願いしたい。 

● お金がないので、講師は無料または低額で依頼している。 

● お金がないので、活動が限定的になってしまう。 

● バザー等で資金集めをしている。 

● 構成員の人材育成のために、研修会や学習会を開催している。 

● 入会した方が良いと思う人がいても、入会につながらない。 

● 民生委員や自治会の担い手がいない。 

● 高齢化による会員減となっており、新しい会員を募集するが、なか

なか集まらない。また、そのことにより、活動に支障を来している。 

● 負担にならないよう、出来る範囲での協力を依頼し、役割を担って

もらうことで、活動の主体者としての意識を醸成している。 

● 活動場所の拠点が必要である。 

● 道具類は出来るだけ修理して使用するか、借りたり、個人負担して

いる。 

● 目標に対しての分野ごとの具体的ビジョンがほしい。 

● どんな活動をしているのかが見えない。 

● チラシや広報紙などによる情報発信の他、活動を通じた PR をして

いる。 

● 個人情報保護や守秘義務が、情報の共有化の壁になっている。 

● 地域の温度差をどう解消するかが課題となっている。 

● 他団体との連携を深めるため、情報交換の場を設けている。 

● 会議やイベントに積極的に参加し、連携できるようにしている。 

● 活動が広範囲のため、どう地域の人を巻き込むのかに苦慮している。 

● 取り組むべき地域課題を整理し、優先順位をつけて、積極的に具現

化を目指している。 
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（１）財源に関すること 

ア．補助金・助成金に関すること 
● 継続していく上での財源確

保が一番困難です。独居老人が

多く、週に１回ぐらいは皆と一

緒に食事がしたいと要望があ

り、ランチ（軽食）メニューも

追加し、喜んで頂いています。

年金のみの超高齢者が多数で、

１０円を数えながら会費を払

います。現在は、社協の助成金

と団地自治会からの補助金で

助けられ、運営は順調ですが、

この先にあるサロンの独立採

算になる時の財源確保が心配、

不安です。 

● 助成金は年数が決まってお

り、打切られたら活動が出来な

くなるという不安を毎年抱え

ています。 

● 外に出ず、収入を求めずに子

育てをされているお母さんの

ために、出来る限りの公的援助

を望みます。 

● 当会の２大イベントとして

「狭山市シニア芸能発表大会」

を開催して来ましたが、平成１

７年度より委託料が減額され、

出演グループより出演料を出

して頂き、不足分を一般会計よ

り補てんしています。入間市老

連の芸能発表会では、会場費を

市が負担しているそうですの

で、狭山市でも補助して頂けれ

ば幸いです。 

 

● 先輩サロン「ぴょんぴょん」

のように、イオンの黄色いレシ

ートの助成金で賄うか、月の行

事イベントは行わずに交流の

みのスペースにするか思案中。 

● 財源確保のため、狭山イオン

「イエローキャンペーン」に１

２回参加し、年２回、金額は少

ないが、文具やその他の必要な

ものを確保している。 

● 毎月 11 日には、イオン「幸

せの黄色いレシート」キャンペ

ーンに参加し、当団体のボック

ス前に立ち、ＰＲをしている。 

● 財源の確保。活動継続するた

めに必要不可欠で、資金源とし

て会費、事業収入、各補助金・

助成金で何とか運営資金を調

達している。事業収益を民間企

業並みに計上出来れば苦労は

ないが、ＮＰＯの性格上、住民

の利便性を最重視せざるを得

ず、そこが困難と直面するとこ

ろ。行政として、これからの社

会形成上、ＮＰＯの必要性を市

民にあまねくＰＲしていただ

く強力な施策を強く望むとこ

ろ。企業、団体、個人等からの

寄付金を集め易くなる。欧米に

おいては常識ではあるが、結果

としてＮＰＯの社会的立場も

向上すると同時に、経営が安定

し、若者の雇用も可能となる。 

（次のページに続きます） 
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● 狭山市の２５年度補助金等

交付金の申請を行いました。２

０１３年「２４時間テレビ」３

６に福祉車両寄贈申込みも行

ないました。 

● まだ設立して間が無いため、

色々な情報（助成金等の）を集

めております。 

● 財源確保のため、補助金を頂

けるよう応募中である。 

● 会費で活動しています。最新

の医療情報やリハビリの専門的

な情報の講演会の開催は無理で

したが、2010 年度より「狭山

市福祉活動応援助成金」の援助を

頂き、講演会を開催出来ました。 

 

イ．自主財源に関すること 
● 財源の確保に関して、同じ事

業を行っている他団体と連動

が必要。 

● 財源は会費が主であり、その

ため、活動の規模は限定的とな

っている。 

● 社協の補助金申請に応募し

たり、フリーマーケットを開催

し、財源の確保に努めている。 

● 財源確保のため、年一回のバ

ザーを開催しています。 

● バザー等に参加しています

が、ふれあい広場や公民館の文

化祭への出店が減っており、苦

しい状況です。 

● 財源の確保について、今ま

で、片親の家庭は会費免除でし

たが、次年度からは半額を集め

る予定です。多くのバザー等に

も参加したいが、若い会員が増

えず、高齢の会員が中心なの

で、無理が利かない。 

● 参加費を値上げしたいが、当

初から一人１００円を維持し

ている。対応としては自治会か

らの補助（年５０００円）、活

動拠点（集会所等）の無償供与

と、茶菓子は手製の物も提供し

ている。 

 

ウ．その他 
● 会員の活動には、交通費等を

含めて費用の一切を支弁して

いないが、活動意欲の高揚には

対策が必要と感じています。 

 

● 講師を依頼したいが、少ない

予算ですので、事情を理解して

頂ける地域の方に協力を得て、

無料、または少額の謝礼で開催

している。 
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（２）人材に関すること 

ア．人材育成に関すること 
● 研修会などへ積極的に参加

をし、人材育成をしている。 

● 手話技術向上のため、学習中

である。 

● 構成員の育成に関して、研修

会等への参加、内部での学習会

をしている。 

● 子育てプレイス水野のボラ

ンティア等に積極的に参加し、

学んでいる。 

 

● 会員の知識や意識を高める

ために、研修会を設けている。 

● 一人でも多くの人に精神保

健福祉に関する理解を深めて

貰うため、啓蒙活動を始めてい

る。中学生に対するメンタルヘ

ルス教育が行われる時にお手

伝いが出来るよう、メンタルヘ

ルスリテラシーのインストラ

クター養成講座への参加準備

を始めました。 

 

イ．新たな人材の勧誘や発掘、後継者の育成に関すること 
● やりたいことはたくさんあ

りますが、能力・時間等がつい

て行かない。入会して頂けたら

良いと思われる人は数多いの

ですが、その方々との繋がりが

持てないことがもどかしいで

す。 

● 団体の活動として相談活動

等を行っていますが、あまり人

が集まらず、相談があっても、

相談だけで終わってしまい、活

動への参加に至りません。 

● 関連する分野で、活動のコア

である民生委員の担い手がな

かなかいないこと。制度の根幹

を揺るがすことであり、苦慮し

ている。解決策の一つとしては

公的職業経験者（市職員等）本

人や配偶者が参画して頂くよ

うに、啓発・推進をして貰えな

いか。 

● 心当たりへの勧誘をしてい

る。民生委員・児童委員の地区

での欠員対応が必要。（同委員

は構成員と考える。） 

● 団体に対する周りの認知度

が低いため、協力してもらえな

い。そのため、後任の選出が難

しい。 

● 定年延長により民生委員の

受け手が少ない。女子の場合

も、パートに出る人が増え、受

け手が少ない。対応として多く

の行事や活動に参加し、顔見知

りとなることにより、民生委員

の活動を理解してもらうとと

もに、民生委員は「大変な仕事」

であるという誤解を解いても

らう。 

 

 

（次のページに続きます） 
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● 会員 18 名を抱えて活動を

行っているが、活動に理解を示

し、協力が得られるのは、会員

数の３分の１位です。事業の拡

大に伴い、消化しきれない案件

が増加している。高齢化と健康

上の不安を抱える会員の増加

は大きな課題ですが、今後の活

動を推進するために、元気大学

修了生の新規加入が必須。 

● 活動 26 年目となりました

が、後継者の育成が大きな課題

です。一割ほどの若い世代の育

成が当面の課題です。ずっと以

前は市民健康大学の修了生に

入会して頂き助かりましたが、

今はその母体が無く困ってい

ます。 

● 高齢化により会員が認知症、

その他の病により減少してい

ます。サロン内容をＰＲしても

らい、仲間を増やしていきた

い。 

● 若い人の入会がなく、会員の

高齢化等、活動制限があり、出

前先の依頼に対応出来なくな

っている。お客さんとしては喜

んで来るが、自分が届ける方に

はならないのが現状。 

● 社協ボランティアセンター

を通じての会員募集をしてい

る。 

● 後継の若手が入ってこない。

社協のボランティア養成に期

待する。 

 

● 後継の若手が入ってこない

ので、社協のボランティア養成

に期待したい。会員の伝手で勧

誘はしているが、充分ではな

い。自治会の役員も同様で、応

募者が少ないが、若手の志向が

変わっており、心配です。 

● 会員の高齢化で、活動費・活

動範囲が縮小している。いつま

で活動を続けられるか心配で

す。年に数人、見学者があり、

定例会にもご出席頂き、色々話

し合い等を行っているが、入会

者は殆んどゼロの状態です。年

齢差、社会状況の変化、ボラン

ティアに対する考え方や意気

込みのギャップが大き過ぎる

のが要因と考えるので、これか

らの社会に合致できる体制作

りを目指します。 

● 構成員の高齢化で活動が難

しい。職務を理解して頂き、若

い方にも委員を受けて欲しい

が、なり手がいない。 

● 新しい構成員の獲得が必要。 

● 事業活動の場でＰＲにつと

めているが、構成員の増強には難

がある。 

● 介護をしている人の心のケ

アが出来ればと活動をしてい

ますが、なかなか会員が増えま

せん。そこで年数回の勉強会に

は、会員だけでなく、社協だよ

りで参加者を募り、少しずつ増

やしています。 

（次のページに続きます） 
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● 無償の移送サービスで毎月

80 件以上活動しているが、困

っているのは運転者が 2 名不

足していることです。市広報や

社協だより等に募集案内を出

している。広報担当役員を今秋

から新設し、効果を期待した

い。 

● 地区センターを通じて協力

者を不定期に募集、ＰＲしてい

ます。 

● メンバーの高齢化と減少が

問題。積極的にＰＲし、新メン

バーを確保する必要がある。 

● 団員の高齢化のため、若手団

員を確保したいのですが、大変

難しい状況です。出来る限りイ

ベント参加時にＰＲし、団員も

個人的に友人・知人に声をか

け、入団を呼びかけています。 

 

● 構成員になる若い人材の募

集をＰＲしている。 

● 若い方達に機会があるごと

に声をかけ、仲間に入って貰う

ようにしています。 

● 年に１回、サロンの総会を兼

ねて（女性だけで）、今まで参

加された方々にお手紙を出し、

外食で「親睦会」を開き、サロ

ンのお手伝いを勧誘している。 

● 構成員の高齢化については、

次世代の人材育成を考え、あら

ゆる機会、ネットワークを通し

て、新規会員を糾合しようと

日々活動している。また、新規

のメンバーにもあまり負担に

ならない程度の軽微な「役割」

を担ってもらい、会の目的の

「共有化」を図り、各自に活動

の「主体者」としての意識の醸

成を図っている。 

 

ウ．他団体からの人材の派遣、参加者の協力に関すること 
● 活動場所への交通手段がは

かばかしくない。運転できる人

を一人お願いするか、家族の助

けを借りている。 

● 定例会、イベント開催時には

社協からのボランティアさん

のお手伝いをお願いし、大変助

かっています。歩くことが不自

由なため、現在、「入間川九十

会」にお願いし、定例会等への

参加が極めて容易になりまし

た。是非、続けて頂きたいと思

います。 

● 構成員の高齢化により会員

減は避けられず、自治会へ協力

依頼をしている。 

● 主に社協にスタッフ、協力者

の紹介をお願いしています。 

● 参加された子育て中の親た

ちに、スタッフ、または、お手

伝い出来る範囲での協力をお

願いしています。 

 

 

 

（次のページに続きます） 
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● サロンでは、介護予防体操・

歌等、時期に合わせ、心身に良

い活動を行っています。一人暮

らしの高齢者の参加が難しい

ので、見守りに行った際、根気

よくサロンへの参加を促して

います。男性へのサロン参加を

呼びかけるため、出し物の依➚ 

頼や仕事をお願いしています。

子育てサロンはまだ地域に知

られて居ないが、毎月発行のサ

ロン通信で参加を呼びかけて

います。11 月には高齢者と、

未就園児と保護者の混合サロ

ンを行います。 

 

エ．その他 
● 開所以来 18 年、通所者もボ

ランティアも齢を重ねました。

在宅障害者の居場所づくりと

いう当初の目的は変わりま➚ 

せん。当事者が自主的に意欲を

持って活動できるような体制

づくりのため、日々、協議を行

っています。 

 

（３）場所に関すること 
● 「青空サロン」を展開してい

るが、屋外での活動場所にトイ

レが無い場合が多く、困ってい

ます。 

● 市の施設の活用が必要。 

● 地区内に活動を展開する場

所の確保が必要。 

● 活動拠点として専用事務所

の確保が課題となっているが、

資金が無い。 

 

（４）機材・物品に関すること 
● 各種道具類は出来る限り修

理して使用し、お祭りの収入で

低価格のおもちゃを購入して

いる。 

 

● 市内 15 か所で健康づくり、

仲間づくりのスローガンで。公

民館事業の元気塾を合わせる

と、年間 7 千人を超える人が

集まっている。各種道具の不足

は、他団体から借りたり、個人

で負担したりしている。 
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（５）情報に関すること 
● 高齢者も障害者も地域で支

える社会の実現という究極の

目標に対し、分野毎の具体的ビ

ジョンが欲しいと思います。 

● 案内のチラシやおたよりを

公共機関に配布し、設置してい

ます。年に１度、商業施設や病

院などを回り、ポスターを張っ

ています。 

● 当初は会員が少なく、赤字が

続いた。打開策として広報さや

まの会員募集のコーナーにて

ＰＲ．社協のふれあいサロンの

登録団体となり、現在に至る。

口コミで会員を増やしたこと

で、月１回の開催だが、毎回２

０人前後の高齢者が参加して

いる。ただ会員制ではないの

で、毎回、参加者数が気になる。 

● 社協のボランティア教室等

での点字体験を通じてＰＲ活

動しています。 

● 「ふれあい」等の広報活動や、

社協で行う活動への参加で情

報発信が必要。 

● 広報活動を強化する。毎月１

回の活動予定を決め、それをプ

リント（Ａ４）にして手渡しで

配布する。また、ＰＣメール・

携帯メールで希望者に配信し、

ホームページも立上げ、自由に

見られるようにしている。 

 

● イベント毎に特徴を持たせ

て、活動ＰＲを行っている。し

かし、自治会活動に対する住民

の理解と協力関係が拡がらな

い。 

● 「親なき後」の心配、住まい

のことを考える、または解決す

るための会合を定期的に行っ

ているが、まだまだ序の口とい

うところです。 

● 精神疾患を抱え、何らかの社

会資源を利用できている人は

約 4 割というのが現状です。

地域生活支援センターや就労

継続支援Ｂ型事業所より上位

の資源の話が聞こえてこない。 

● 個人情報保護や守秘義務の

問題により、自治会との情報交

換、協力体制が難しい。 

● 個人情報の開示が必要。 

● 情報の共有が必要。 

● いろいろな方面から民生委

員が持っている情報が欲しい

と言われるが、民生委員は困っ

ている人々の相談による情報

が多いため、提示できる情報は

殆んど無い。 
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（６）他団体等との連携に関すること 
● 構成団体（１２３団体）の連

携、繋がりが困難。地域の温度

差もあり、目的の統一が大きな

課題。 

● 支部構成員が自治会、民生委

員であり、それぞれの活動が忙

しいために、きめ細かい支部活

動が難しい。地域の他団体との

情報交換、問題解決のための議

論する場を設け、連携強化に取

り組んでいる。 

● 地域の人が、社協の支部が何

をしているのか理解していな

いのが現状です。特に自治会で

支部社協の仕事が分かってい

ません。自治会・民生委員と社

協でコンビを組んで高齢者の

問題に対処していくべきだと

思いますが、スムーズに話が通

じません。私たちも自治会との

交流を深めたく親睦会等を増

やす努力をする予定ですが、行

政からも支部社協の仕事のア

ピールを宜しく願います。 

● 他地区の「ふれあいサロン団

体」との交流も図っています。 

● 福祉課との交流をしている。 

● 平均年齢７０歳を超える団

体なので、他団体との協働等を

図っていきたい。 

● 他のＮＰＯ団体との情報交

換の場に積極的に参加するよ

う心がけています。 

 

 

● お祭りへの参加、保育園の園

庭遊び、高齢者と交流等、地域

の方々との連携を積極的に図

っています。 

● 各地域の民生委員・児童委員

さんとの情報交換・相互理解の

機会を近々、作る予定です。 

● 地域連携については、民生委

員さんとの懇談会に参加し、知

的障害児者のことが少し分か

って頂けたのかと思います。次

年度からは、各地区の民生委員

代表とご相談し、懇談会を実施

したいと思います。 

● 先般の民生委員・児童委員の

選定に際して地区会長（自治

会）の関与が増したが、今後、

一層の関与強化が必要。また、

必要に応じ、他のボランティア

団体（福祉関係）から推薦を受

けることも検討が必要。（特に

児童委員に関し。） 

● 自治会との連携が（団体の）

活動上において一番大切なの

で、密に連携を取り、共有の場

を図り、活動しやすい状況であ

れば、（担い手として）受けて

くれる方もいるのではと思い

ます。 

 

 

 

 

 

（次のページに続きます） 
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● 自立出来る高齢者を一人で

も増やしたいが、家から出て来

られない方が多い。その方々の

声かけに力を入れていますが、

十分ではありませんし、自治会

との協力でＰＲしているが、な

かなか難しい。１０年間続けて

いることに皆様、ボランティア

に感激感謝です。食材を買って

いる農家の協力も大きいです。 

● 地域の中心にあるＵＲとの連

携が上手く取れない。市行政の

今後の方向性が不明。今後、市

とＵＲの連携が取れるのか、窓

口はどこなのか？ 

● 行政との連携を図りつつ、狭

障連との懇談会（現在２回）を

重ねていくことにより、光を見

出していくことが出来ると思い

ます。少しずつですが、課題を

解決出来ると思っています。 

● 地域で行われているそれぞれ

の団体等の会議、催事に参加さ

せて頂けるよう働きかけ、積極

的に職員で参加している。 

● 具体的な対応はありません

が、ネットワークでつながった

方にお楽しみ会に来て頂いた

り、地域の地区センターを利用

し、講座等を開催しています。 

 

（７）その他 
● 認知症など、誰にでも身近な

問題に目を向けて活動する。 

● 自治会に加入しない住民の

増加。加入していなくても日常

生活に支障をきたすことは無

いことから、集合住宅や転入者

は加入する所帯が少ない。 

● 月例の会長会に問題提起し、

合議し、対応する。役所に尋ね

てもはっきりした返答が得ら

れないのは問題。何度、役所に

行っても、担当課をたらい回し

にされるケース。例えば、隣近

所に迷惑をかける一人暮らし

の住人への対応で、役所も法に

振り回させられないで突っ込

んで欲しい。活動が広範囲にわ

たるので、地域住民を巻き込む

のに苦慮している。 

● 親子共に高齢化し、本人の地

域生活に必要な場所、ケアホー

ム入所施設等の必要性を感じ

て希望しています。災害時に障

害者をもっと考慮願います。 

● 課題を解決する対策がない

か、または、解決に困難を伴う

ので、お手上げ状態である。 

● 行政、社協、地域との交流、

高齢者の見守りと活動が多く、

自分の時間がなく、対象者の相

談に余裕をもって出来ないこ

とがありますが、他の委員と協

力して無理をしないように言

っています。 

 

 

 

（次のページに続きます） 
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● 平成２３年度から「新生ハイ

ツ３５年プランづくりとその

推進ＰＪ」を推進中で、取り組

むことが望まれる地域課題を

整理し、優先度の高い事業につ

いて積極的に具現化を目指し

ている。その一つに地域福祉の

向上がある。 

● 幼稚園、保育園の先生や青い

実学園へ、対応の相談をしてい

ます。 

 

● 社協での会議や、狭障連につ

いては勉強会等の連絡をパソ

コンで受けるが、返事を遅れな

いようにするのが大変です。会

幹部は目が不自由ですので、何

らかの考慮をお願いします。研

修旅行は北海道・沖縄など遠方

で、旅費が掛かる時は障害者手

帳が使えるように配慮も願い

ます。動物等と、たくさん触れ

る機会を作って欲しい。（目が

不自由なのでコンサート等

も。） 
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第３節 市などが行っている「地域福祉に関する取り組み」 

 

問 10 市が策定した「狭山市地域福祉計画」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 狭山市社会福祉協議会が策定した「狭山市地域福祉活動計画」を知って

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 83.6％となっています。 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 82.8％となっています。 
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問 12 市が地域福祉の推進を図るために行っているキャンペーン「地域のつな

がりと支え合いを考える」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 市が開催する「地区福祉講座」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 14 インターネットの狭山市ポータルサイト「さやまルシェ」上において、

地域関係団体・事業所が検索できる「ふれあいネット」を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「イベントに参加したことがある」と回答された方が全体の

25.5％となっています。また、参加をしたことがなくても、知って

いる方が全体の 56.4％となっています。 

「講座に参加したことがある」と回答された方が全体の 28.0％と

なっています。また、参加をしたことがなくても、知っている方が全

体の 52.0％となっています。 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 72.8％となっています。 
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問 15 主に学校が取り組んでいる、児童・生徒に対する福祉教育を知っていま

すか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 16 狭山市社会福祉協議会が取り組んでいる「さやま成年後見センター」を

知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 狭山市社会福祉協議会が取り組んでいる「災害ボランティアセンター」

を知っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 62.7％となっています。 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 76.3％となっています。 

「よく知っている」「ある程度（名前ぐらい）は知っている」と回

答された方が全体の 74.6％となっています。 
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第４節 他の「機関・団体・事業所等との関わり」 

 

問 18 貴団体・事業者では、現在、どのような機関・団体・事業所等と関わり

がありますか。関わりがある場合は、その内容も教えてください。（答え「い

くつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 19 貴団体・事業者では、今後、地域福祉を進める上で、次の機関・団体・

事業所等に対し、どのようなことを期待していますか。（答え「いくつもで」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、関わりのあ

る機関・団体・事業

所等としては、「狭山

市社会福祉協議会」

（76.4％）がもっと

も高く、次いで「市

役所（福祉関係課）」

（59.1％）、「民生委

員 ・ 児 童 委 員 」

（48.2％）、「自治

会 ・ 子 ど も 会 」

（45.5％）の順とな

っています。 

 

 

今後、期待したい

機関・団体・事業所

等としては、「市役所

（福祉関係課）」

（48.2％）がもっと

も高く、次いで「狭

山市社会福祉協議

会」（47.3％）、「民

生委員・児童委員」

（36.4％）、「自治

会 ・ 子 ど も 会 」

（34.5％）の順とな

っています。 
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問 20 貴団体・事業者では、今後、地域福祉を進める上で、次の機関・団体・

事業所等に対し、どのようなことが協力できますか。（答え「いくつでも」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後、協力可能な

機関・団体・事業所

等としては、「狭山市

社会福祉協議会」

（50.9％）がもっと

も高く、次いで「市

役所（福祉関係課）」

（47.3％）、「自治

会 ・ 子 ど も 会 」

（33.6％）、「民生委

員 ・ 児 童 委 員 」

（26.4％）の順とな

っています。 
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第５節 今後の「地域福祉施策」の方向性 

 

問 21 市民が地域福祉活動に積極的に参加いただくためには、どのような取り

組みが必要だと思いますか（答え「３つ以内」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 22 地域福祉活動を推進するための環境を整備するには、どのようなことが

必要だと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「市民に対する意識啓発・広報」（58.2％）がもっとも高く、次い

で「市民に対する地域福祉活動等の情報提供」（55.5％）、「地域福祉

活動を行う団体に対する支援」（51.8％）の順となっています。 

「地域福祉活動のための財源の用意」（27.3％）がもっとも高く、次

いで「地域での取り組み事例や活動の紹介」（23.2％）となっていま

す。 
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問 23 狭山市や社協が取り組んでいる「地域福祉の推進」について、ご意見や

ご提案、感じていることなどがありましたら、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な意見 
● 内容のある学習の場が必要で、継続性も必要である。 

● 地域で解決できない内容は、行政での積極的な調整をしてほしい。 

● 地域の核となる人材をつなぐ助けをしてほしい。 

● 高齢者に対する支援は充実してきている。障がい者や子どもに対す

る支援の充実を図ってほしい。 

● 社協の活動や支部社協の活動が分かりにくい、伝わっていない。 

● 自治会や他の団体とのパイプを太くし、地域に密着した活動をした

方が良い。 

● 若い人を巻き込んだ運営をしていく必要がある。 

● 具体的な長期ビジョンを示してほしい。 

● 良い取り組みは、どんどん紹介してほしい。 

● 一時的なものではなく、継続させていくための方策を考えていく必

要がある。 

● 人数や予算の拡大が必要である。 

● 地域住民、一人ひとりが傍観者にならずに、出来ることを協力する

ことが必要。現状では、一部の人がやっている印象が強い。 

● 地域に根差した情報を発信していく必要がある。 

● 組織に拘らず、近隣でつながる地域福祉の推進を図ると良い。 

● 地域包括支援センターを中心としたネットワーク、情報交換に期待

している。 

● 自治会との連携が大切である。 

● 高齢者の情報がない中では、見守り活動の推進と言われても、その

サポート体制に不安がある。 

● 自治会を中心とした、ボランティア活動を企画してほしい。 

● 限られた人員のため、外部との交流に難しさを感じる。 
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（１）市への意見、要望、感想 
● 「地域のつながりと支え合い

を考える」キャンペーンや「地

域福祉講座」は大変良いと思い

ます。参加人数だけでなく、内

容が大事だと思います。 

● 福祉学習の場の充実が必要。 

● 福祉及び健康講座等の継続

を望みます。 

● 広報誌（市役所・公民館）に

よる活動への参加促進をして

ほしい。 

● 地域全体で高齢者等の交通

安全に関する件で、自治会長で

は解決出来ない内容について

は、行政での積極的な調整をお

願いしたい。（道路の迂回路の

説得等もあります。） 

● 「障害者差別解消法」が 6

月 19 日に成立しました。「合

理的配慮」自治体に法的義務が

あります。手話言語を条例に向

けての取組みに盛込んでくだ

さい。「聞こえない」ことを分

かってもらい、情報格差を生ま

ない社会を。 

● 障害者が地域で活動するた

めには、移送や同行介助のさら

なる充実をお願いします。 

● 市役所高齢者関係の課に相談

に行ったが、期待が出来ない返

事だった。 

● 高齢者に対する支援は充実

して来ていると思うが、子育て

支援に対して市はどのように

関わっているのか？ 

● 狭山台団地の空洞化、２階以

上の階に住む障害を持つ人達

への支援、高齢化による社会か

らの孤立・引きこもり等、行政

やＵＲの協力なしでは解決出

来ない問題が山積している。孤

立死を避けるためにも、早急な

協力体制の推進が必要です。 

● 元気な老人に対する福祉の

推進は、現状で良いと思いま

す。近くの場所でないと参加出

来ない人も多くいるので、場所

の提供・確保が大切です。 

● 地域で福祉講座を開いてみ

ても、参加してくれる地域の人

達はほとんどいません。民生委

員に参加をしてもらい、頭数を

揃えるのが現状です。行政で社

協の仕事をもっともっとアピ

ールして貰いたい。 

● 第三回福祉実践・研究大会の

講演は、大変参考になりまし

た。広く一般市民の参加が多く

あれば、尚良かったと思いま

す。 

● 住んでいるお隣近所で助け

合いの和が広がり、誰もが住み

良い街づくりが基本。どの地区

にも核となる人材はいるはず

で、地域の点と点をつないでい

けば、大きな力となる気がしま

す。その人達の力を借りて「福

祉の和」を広げて行くこと。そ

れに行政が力を貸してくださ

ればいいのでは。 
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（２）社協への意見、要望、感想 
● 社協さんにボランティアさ

んをいつも紹介して頂き、大変

有難く思います。特に保育のボ

ランティアさんは、皆様、地域

のベテランで、安心してお任せ

出来ます。保護者のお母さん達

も育児や家事の相談もされて

いるようです。 

● 社協の地域福祉は高齢者に

重きが多いと思います。障害者

にもより手厚い支援を希望し

ます。 

● 安定したサロン運営を継続

していくには、一回当たり最低

限の財源（茶代としての額１０

００円）の助成を希望する。 

● 社協の空いている部屋で、週

１回集まり、料理教室・筋ト

レ・ダンス・コーラス等、自由

に参加してボランティア活動

も推進出来たら良いですね。 

● 支部社協の活動を高齢者中

心の動きだけでなく、次世代を

担う子どもなど、若い世代を巻

き込むような取り組みにして

頂きたい。支部組織の活性化を

図ってほしい。 

● 青空の会は、狭山市の健康づ

くり団体として１０年を超え

たが、今まで社協との結びつき

が薄かった。今後、緊密な連携

を図り、更なる地域福祉の推進

に貢献したい。 

 

 

● 自治会とのパイプを太くし

て、地区は地区で福祉に取り組

む。自治会の中に福祉を取り入

れる、そんな項目を社協と連合

自治会で考えて欲しい。 

● 市と社協が密接に協働する

こと。社協に実働部署をつくっ

て、人材を配置すること。すで

に実働部署はあるのかも知れ

ないが、積極的な行動が見えに

くく、地域の任意団体に「丸投

げ」のイメージがある。 

● 地域福祉と社協の関連性と

位置づけが不明。市内にひとつ

の社協が存在しても、各地域の

福祉に役立っているのか疑問。

各地域の福祉団体（たとえば福

祉関連ＮＰＯ）と統合して、各

地域に細分化し、地域に密着し

た組織と仕組みにしたら如何

か。 

● 前提となる社員増強方法に

一工夫が必要。現状の方法には

無理があるのと感じています。 

● 募金のお願い以外、何の福祉

推進をしているのか？自分達

の中のみの活動であり、広く

我々等に話しかけることすら

見られない。 

 

 

 

 

 

（次のページに続きます） 
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● 社協支部として地域へのＰ

Ｒ活動の実施を図る必要があ

る。 

● 社協の活動が住民に周知さ

れていない。自治会と結びつい

て動くなど、活動をアピールす

る必要がある。 

● 頑張っているのは知ってい

るのですが、あまり市民に伝わ

っていないような気がします。 

● 社協の職員数では、仕事の内

容が多過ぎる感があります。 

● 社協が何をしているのか知

らない人が多い。広報活動を活

発に！ 

● 社協さんが発行しているボ

ランティアメニューをもっと

知って頂くため、広報さやまに

も頻繁に載せて、もっと地域で

の取り組み、活動したきっか

け、良かったことなどをインタ

ビュー掲載すると、皆、興味を

持つかも知れません。 

 

 

（３）市・社協に共通する意見、要望、感想 
● とても積極的にやられてい

ると思います。 

● 現在の地域福祉活動は、高齢

者が中心となって運営されて

います。この傾向はますます進

むと思いますので、なんとか若

い人を巻き込んだ運営を考え

るべき。自治会は勿論のこと、

青年会議所・商工会青年部、市

内の企業、大学や高校等とも連

携を図る必要がある。 

● 精神疾患を抱えた人たちが、

そのままの姿で暮らせる地域

社会の実現に向けての具体的

な長期的ビジョンを示して。 

● 今、どのような方々が、どの

ように活動されているのか、良

い取り組みはどんどん紹介し

て欲しい。中身が分かれば、興

味を持つ人や新しいアイデア

も出て来るのではないか。 

● 地域福祉の発展は、一時的な

手助けではなく、継続して初め

て成功するもの。それが何であ

るのか共に考えないと平行線

のままで終わってしまう。 

● 障がいの重い人が安心して

暮らせるまちは、全ての人が安

心して暮らせるまちだと思い

ます。一人ひとりが傍観者にな

らず、出来るところから協力し

あい、市や社協は、福祉プラン

や地域福祉活動計画に基づき、

着々と推進を期待。 

● 地域における福祉員制度を

確立するために、予算が必要。 

● 市、社協に感謝。人数や予算

の拡大を希望します。 

● 高齢化、障害が増す中、「後

見」に関しての対応が遅れてい

るのではないか。 

● 本気で地域福祉の推進に取

り組んでいるとは思えない。 
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（４）自治会や民生委員への意見、要望、感想 
● 各自治会との連携が大切で

あり、お互いがお互いにコミュ

ニケーションを取り、助け合い

の精神が大切。（楽しみながら

の・・・） 

● 高齢者の情報が自治会役員

に知らされていない。見守り活

動の推進というが、民生委員一

人で分かっていても、一旦、こ

とが起こったら、サポート体制

に不安がある。 

● 団塊の世代のリタイヤ組が

年々増えていきます。地域コミ

ュニティの初めの一歩は、自治

会活動で班長になること、自分

達が地域から浮かないように

暮らしていくことが高齢化社

会の基本だと思う。自治会中心

に、ボランティア活動等を主体

的に企画願いたい。 

● 自治会役員及び民生委員に

対し、内容を説明願いたい。 

 

（５）その他 
● 「福祉」に関しては、それぞ

れ、個人の温度差があり、個人

主義が強くなっている昨今、推

進は難しく思われるが、関係各

所の地道な活動で道が開ける

と思います。 

● やはり一部の人がやってい

るとの印象が強い。地域やまち

づくりを様々な立場の人々が、

世代を超えて自由闊達に意見

を出し合う場が必要です。自分

達の住む町をどうしたいのか、

トップダウンではなく、ボトム

アップしていく流れを各地域

に根付かせられるかが重要で

す。 

● 行政や団体からの活動要請

も必要だが、組織にこだわら

ず、地域で近隣のつながりで出

来る地域福祉の推進をするの

が良い。高齢者の見守り、安否

確認、関係機関への情報提供。 

● 地域といっても、その状況は

多様であり、地域の福祉に関わ

るベーシックな情報について

も、地域単位で提供することが

望まれる。 

● 地域に根ざし、高齢者を把握

している「地域包括支援センタ

ー」を中心とし、センターの担

当地域で、現在、連動している

団体や拠点のネットワークを

作り、情報交換をして、それぞ

れの団体拠点の門戸が広がり、

行き来出来ると良い。 

● 無償のボランティア活動を

押しつける傾向がある。このよ

うな考え方では活動が衰退し

ていく。 

● 担い手の研修、情報が少な

く、計画しても結果が伴わな

い。 

 

（次のページに続きます） 
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● 情報交換はとても大切で、意

味のあることだと思います。た

だ、限られた人員での施設運営

の中で、外部施設との交流の難

しさを感じます。 

● 地域活動には、外に出られる

余裕が必要だが、自身の生活が

安定していないと出られない。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


